
※掲載している情報は編集時点（2月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

　市では、ジェンダーギャップ（社会的文化的な男女格差）解消の必要性について理解を深めてもら
うため、立教大学教授　萩

はぎ
原
わら
なつ子さんを招き、研修会やワークショップを開催しました。

《問合せ》ジェンダーギャップ対策室☎21-9004

研修会・ワークショップ参加者の意見や感想を紹介します

「男女格差解消に向けて実践できること」

　５月28日に29の地域コミュニティ組織を対象
とした研修会を開催し、会長、役員、地域マネ
ージャーなど80人が、10会場に分かれてオンラ
インで参加しました。「女性が地域づくりにもっ
と参加・参画するためにはどうしたらよいか」を
テーマにワークショップを行い、明日から実践
する取組みを考えました。３月には振り返りの
研修会を開催する予定です。

　８月21日に但馬在住の方を対象に意見交換会を開催し、男女23人が参加しました。暮らしの中に
ある固定的な男女の役割や機会の差について考え、ジェンダーギャップの根底にある無意識の偏見
（注１）に気付き、職場・家庭・地域での実践に向けて「当事者」としてできることを考えました。

　10月19日、11月16
日に研修会を開催し、
市内の公私立の職員
42人が参加しました。
誰もが持っている無意識の偏見や思い込み、固
定観念への気付きから現場を振り返り、ジェン
ダー視点のある保育・教育に向け、どのような
取組みができるのか考えました。

地域コミュ
ニティ組織 地域づくりリーダー研修会

但馬地域在
住の方 ジェンダーギャップを考える意見交換会

保育園・幼稚園・
認定こども園の職員

ジェンダー視点のある保育・教
育を考える研修会

■地域で実践すること（主な意見）
・会議や事業は、参加者の出やすい時間帯や曜
日に設定する

・若者や女性の意見を取り入れる

・役員が男女半々となるよう依頼する

・リーダーを育成する

■ジェンダーギャップ解消のため必要なこと（主な意見）
・無意識であることを意識する

・コミュニケーションと対話（話し合い、納得、感謝）

・多世代が交流する仕組みをつくる

・社会的包摂（ソーシャル・インクルージョン）（注２）

■研修会で気付いたこと（主な感想）

・保育の中で何気ない言葉や関わりに男の子・
女の子を無意識に決めつけていることがある
ことに気付けて良かった

・子どもたちの「選択」を尊重し、思いに耳を傾
けることが重要であることを学んだ

■暮らしの中で感じるジェンダーギャップ（主な意見）

意識など
・男は女を守るもの　・結婚と出産のプレッシャー　・小さいころからの刷り込み

・出る杭
くい
は打たれる（女性は出しゃばらないほうが良い）　・本人たちの意思が尊重されない

地域
・地区の３役や隣保長は男性　・地区の会議などに女性の出席が少ない　・村文化（男社会）

・議員の男女比のバランス（女性が少ない）

職場
・管理職は男性、補助・補佐的作業は女性　・お茶出し、トイレ掃除は女性　

・残業が多い部署には男性が配属されることが多い　・男女間の賃金格差

家庭
・家の代表名は男性（届出人・保護者・世帯主など）　・家事や子育ての割合が女性＞男性

・男の子を産んでくれてうれしいと言われた

（注１）「無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）」
　誰もが潜在的に持っているバイアス（偏見）のこと。
育つ環境や所属する集団の中で知らず知らずのうち
に脳に刻み込まれ、既成概念、固定観念となっていく。
（注２）「社会的包摂（ソーシャル・インクルージョ
ン）」
　誰もが社会に参画する機会を持ち、排除されない
こと。
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組
み
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
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ィ
で
も

精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
き
ら
め
き
日
高
の
取
組
み
を
紹
介
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ま
す
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実
際
役
員
を
し
て
み
て
の
感
想
は

（
木
村
副
会
長
）　
地
域
の
役
員
経

験
が
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
く
、よ
く
素
朴
な
質
問
を
投
げ
か

け
て
い
ま
し
た
が
、い
つ
も
丁
寧
に

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
少

し
不
安
で
し
た
が
、お
か
げ
で
安
心

し
て
参
加
で
き
ま
し
た
。
そ
の
雰

囲
気
は
今
も
続
い
て
い
て
、
男
女

と
も
に
意
見
が
言
い
や
す
く
、
参

加
し
や
す
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

（
前
野
人
づ
く
り
部
部
長
）　
み
ん

な
の
意
見
を
尊
重
し
て
受
け
止
め

て
も
ら
え
る
楽
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
が
会
議
な
ど
に
参
加
し
や
す

く
す
る
た
め
、
開
始
時
間
な
ど
を

考
慮
し
て
い
ま
す
か

（
木
村
副
会
長
）　
男
性
だ
か
ら
女

性
だ
か
ら
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
仕
事
や
家

庭
の
事
情
を
考
慮
し
て
決
め
ま
す
。

（
西
村
会
長
）　
男
女
に
関
わ
ら
ず

他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切

に
し
た
ら
問
題
は
起
こ
ら
ず
う
ま

く
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
で
男
女
の
こ
と

に
関
し
て
印
象
的
な
出
来
事
は　

（
中
場
事
務
局
長
）　
先
日
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
で
焼
き
芋
を
作
り
ま

し
た
。
火
を
起
こ
す
人
、
芋
を
洗

っ
て
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
む
人
、

い
ろ
ん
な
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。

男
女
で
役
割
分
担
せ
ず
、
ス
タ
ッ

フ
み
ん
な
が
、
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
し
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

（
木
村
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）　
こ
れ
ま

で
特
に
男
女
の
役
割
な
ど
を
意
識

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

き
ら
め
き
日
高
で
は
、
ご
く
自
然

に
男
女
に
関
わ
ら
ず
協
力
し
合
う

体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
に
向

け
た
今
後
の
展
望
は

（
西
村
会
長
）　
男
女
に
関
わ
ら
ず

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
助
け
合
う

意
識
を
日
高
地
区
全
域
に
広
げ
る

こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
の
た
め
、

女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
わ
っ
て
く
れ
る
次
世
代
を
担

う
若
者
が
一
人
で
も
た
く
さ
ん
増

え
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

当
に
人
に
恵
ま
れ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
役
員
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の
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な
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、
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性
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参
画
に
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る
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に
定
め
ま
し
た
。

女
性
と
し
て
役
員
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受
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る
に
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不
安
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あ
り
ま
せ
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で
し

た
か
。
ま
た
家
族
の
反
応
は
ど
う

で
し
た
か
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私
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以
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作
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先
生
の
話
を
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い
、
立
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上

げ
準
備
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参

加
者
構
成
が
偏
っ
て
い
る
の
を
み

て
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ
っ
た

の
で
、
引
き
受
け
ま
し
た
。
他
に

も
い
ろ
い
ろ
活
動
し
て
い
た
の
で
、

家
族
に
は
特
に
何
も
言
っ
て
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

（
前
野
人
づ
く
り
部
部
長
）　
我
が

家
で
引
き
受
け
る
こ
と
を
相
談
し

ま
し
た
。
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

声
が
掛
か
っ
た
と
き
、
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
関
心
が
あ
っ
た
の
で

受
け
ま
し
た
。

多
く
の
女
性
が
活
躍
で
き
る
体
制

を
ど
の
よ
う
に
つ
く
り
ま
し
た
か

（
西
村
会
長
）　
2
0
1
5
年
、
こ

れ
ま
で
の
地
区
公
民
館
か
ら
主
体

的
に
地
域
づ
く
り
や
課
題
解
決
を

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
移
行
す
る

動
き
が
全
市
的
に
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
地
区
で
は
、
地
域
づ
く

り
を
も
っ
と
勉
強
す
る
た
め
、
検

討
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
や
関
係
団

体
の
方
と
一
緒
に
、
市
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
作さ

く

野の

広ひ
ろ

和か
ず

先
生（
※
）を
迎
え
、
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
女

性
や
若
者
の
声
を
聞
き
、
取
り
入

れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
教
わ
り
ま

し
た
。
す
ぐ
に
女
性
の
人
選
を
行

い
準
備
委
員
会
の
委
員
を
打
診
し

た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
快
く
受
け
て

く
だ
さ
り
、
今
が
あ
り
ま
す
。
本

 
性
別
に
関
係
な
く
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　 
変
化
し
て
き
た
地
域
の
意
識

Vol.２

▲きらめき日高の役員の皆さん。会議では、みん
なが遠慮なく話せる雰囲気づくりを常に心掛け
ている

きらめき日高
　日高地区の地域コミュニテ
ィ。人口7,544人、3,055世帯。18
区で構成（2021年４月現在）。役
員や企画委員の約３割が女性。
みんなが遠慮なく意見が言え、
メンバー全員が楽しむことを
第一に活動している。

地
域
づ
く
り
の
推
進
に
は

女
性
や
若
者
の
声
を

聞
く
こ
と
が
大
切

他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
あ

れ
ば
う
ま
く
い
く

助
け
合
い
の
意
識
醸
成
と

次
世
代
の
人
材
発
掘
に
ま
い
進

※
島
根
大
学
教
授
。
11
年
に
但
東
町
の
地
域
づ
く
り
に
関
わ
り
、
以
降
本
市
の
新

し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
関
わ
る
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